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目的： 

鉛（Pd）やカドミウム（Cd）などの重金属は有害な妊娠帰結や先天性異常の発生との関連が報告されています。そこで

本研究では、胎児期の重金属および微量元素ばく露と子どもの先天性四肢形態異常との関連を検討することを目的

としました。 

 

方法： 

妊娠中期母体血中の Pb、Cd、水銀（Hg）、セレン（Se）、マンガン（Ｍｎ）濃度を測定しました。出産時および 1か月健診

時の医師の診療録、および疾患登録情報から先天性四肢形態異常を定義しました。重金属および微量元素は対数

変換、四分位モデル、および混合ばく露モデルを検討しました。すべての解析は母親の年齢、喫煙歴、飲酒歴、パート

ナーの喫煙歴、および子どもの性別で調整しました。 

 

 

結果： 

解析には 90,163 人のデータを使用し、そのうち 369 人が何らかの先天性四肢形態異常がある症例群、89794 人が非

症例群としました。症例群のうち、185 人が多指、142人が欠指でした。Ｐｂ、Ｃｄ、Ｈｇ，Ｓｅ、Ｍｎ濃度の中央値はそれ

ぞれ 5.85、0.66、3.64、168、15.3 ng/g でした。連続数、四分位、および混合ばく露のいずれのモデルにおいても先天

性四肢形態異常との統計学的に有意な関連は認められませんでした。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本集団では、Ｐｂ、Ｃｄ、Ｈｇ，Ｓｅ、Ｍｎのガイドライン値を超える参加者はいませんでした。本集団の母親と子どもは日

本の出生を代表しており、ある程度一般化できると考えます。また、微量元素は信頼性、妥当性が高い ICP-MSを用

いて測定されています。一方、本研究の限界としては、ばく露時期は妊娠中後期の 1 回のみであること、出生時及び

1 か月健診時の診療録と疾患登録情報でのどちらかでしか症例と定義できない対象者がいることから誤分類の可能

性があります。両親の先天性異常の情報など、未調整の交絡要因が存在する可能性もあります。 

 

結論： 

本研究のＰｂ、Ｃｄ、Ｈｇ，Ｓｅ、Ｍｎばく露レベルにおいては、胎児期ばく露は子どもの先天性四肢形態異常の発生リス

クとは関連しないといえます。 

 


